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活 動 名  
団 体 名 

おごおりウィークエンドアドベンチ
ャー実行委員会 

おごおりウィークエンドアドベンチャー 
地   域 山口県山口市 

代 表 者 委員長 高橋 則彦 

支援金額 25万円 

活動概要  

 

小郡地域の小学校 3 校の 4～6 年生による年齢や学校を超えた班編成でさまざまな生

活・自然・社会体験を通して、子どもたちの主体性や生き生きとした感性を育てること

を目的として活動している。大人の「こだわり」と「遊び心」で、子どもの「自由な

心」に触れてみませんかとボランティア指導者を募り、地域の隠れた「名人」「達人」

を発掘し指導者として活動を行っている。 

 

◆実施時期 

2015年 5月～2016 年 3月 

場所： 山口県山口市、島根県浜田市、鹿足郡津和野町 

◆参加人数 

5月:86名、6月 106 名、7月:92名、8月:85名、9月:77名 

10月:74名、12月:79名、1月:85名、2月:70名、3月:93名 

 

参加総人員：847名 

  

  

ウォークラリーの答えの書いてある石碑を見つけたよ 

 

キャンプ 2 日目の朝のラジオ体操 

  
12 月の寒空の中、10 キロ完歩した後のスープは最高！ つくるぞ！究極のぎょうさ！！ 

みんなで協力してのぎょうざづくり。うまく出来たかな？ 
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◆実施に伴う効果 
 

農業体験では、地域内の農業高校で牛舎や豚舎、農場を見学し、普段することのない牛の乳搾りな

どを体験することにより、肉や野菜、果物、牛乳などの食品がどれだけの手間と時間がかかってで

きているのかなど、食に対する理解を深めることができた。地域の体育館の駐車場を利用しての公

共交通機関利用教室では、路線パスの基本的な乗り方や降り方、マナーを学習、車椅子体験などを

通じ公共交通への関心や理解を深めるとともにノーマライゼーションへの理解を深めることとなっ

た。山口市秋穂の中道海水浴場でのキャンプ体験・ヨット教室では、海のない小郡ではほとんどの

子ども達にとって初めてのヨット体験であり、みんな意欲的に取り組んでいたと同時に大学生のヨ

ット部の指導者から海辺での安全確保や自然との協調姿勢など日常では意識をむけないことを学習

できた。キャンプ体験では、キャンプファイヤーでの班別の出し物やサンドアートなどを通じ、年

齢や学校という枠をこえた相互理解を図るうえでも大きな成果がみられた。鉄人ウオーキングで

は、普段は車でしか通らないような道をひたすら歩き、ゴールの公園をめざしたが、片道約 10 キロ

の道のりは、多くの子ども達にとって初めての経験であり、友達と励ましあいながらも最後まで歩

く姿を見ると、心身ともに逞しくなったと感じることができた。 

以上のような、年齢や学校を越えたあどべん班での年間の活動を通し、あどべん団員にとって

は、友達や仲間を増やし、地域のさまざまな生活体験や自然体験を通して、多くのことにチャレン

ジし自分らしさを見つけるかけがえのない経験となった。 

◆苦労した点 
 

地域外での活動を企画しようとした場合は、バスでの移動が最適と思われるが、料金の高騰で予算

的に厳しかった。野外での活動が多く、荒天の際の実施の判断や中止した際の代替案、活動場所の

確保に苦慮した。実際に今年は 2 回、雨天により活動を変更した。熱中症の子どもはいなかった

が、特に夏季の野外活動においては、水分補給や体調管理に細心の注意が必要であった。ヨットの

体験では、全員ライフジャケットを着用させ、監視船も用意し、安全管理には十分な配慮をおこな

った。ヨット待ちの子ども達は、海水浴をさせていたが、10 数名のスタッフが一緒に海に入り監視

をおこなった。 

◆今後の課題・発展の方向性 
 

今回、年間を通じて、2 回、雨天で直前に活動を変更し、代替活動に対する十分な準備できなかっ

たが、荒天でも代替活動にならずにすむような活動の企画が求められる。団員に「やり遂げた」と

いう達成感や充実感をもたらすような活動を主に企画しているが、今後は、社会貢献につながるよ

うな活動も検討していきたい。 

活動を始めてから今年が 17 年目となり、スタッフの高齢化、固定化が進んでいるため、地域の新

たな人材の発掘を継続的に行っていきたい。 

◆活動を終えての感想・意見等 
 

今年は、長距離のサイクリングとスキーの目玉企画が中止となって、団員からも残念がる声が聞こ

えてきましたが、年齢や学校をこえたあどべん班での活動で、友達や仲間を増やし地域の活動の中

でさまざまな生活体験や自然体験を通してできるだけ多くのことにチャレンジして自分らしさを見

つけることが出来たと思います。 

このような、貴重な機会をつくることができたのも、財団法人マツダ財団様のご支援の賜物であ

り、大変感謝申し上げます。 
 


